
 
  

  

 

 

 

「アフターコロナ」の教育 

 

相模原市立小学校長会 会長 佐々木 隆 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナ感染症がこの世に出現して、３

年になります。その間、私たちの生活は大き

く変わりましたし、学校からも多くのものが

奪われました。給食の時の楽しい会話、運動

会でのみんなで大声を出す応援、全校児童生

徒が一斉に体育館に集まって行う全校集会、

ほほえましい光景がみられる異学年の交流。

どれもこれも、学校にはあって「当たり前」

のものでした。この感染症の拡大で今までは

疑いを持たなかったものを見つめるきっかけ

となり、あらためて、「当たり前」だと思って

いたものの価値を思い知らされました。特に

子ども同士のコミュニケーションや創造性・

自主性を伸ばすことの大切さを再認識し、そ

ういった機会が減ったことを心配していま

す。ただでさえ、マスク越しでお互いの表情

が読み取りづらい生活をしているのに、流行

当初のまるで「楽しくおしゃべりする事は悪」

みたいな社会の風潮は、子どもの発達に大き

な影を落としたことと思います。このような

幼少期を過ごした場合は、感染症が収束し元

の生活が送れるようになったら全て解決とい

うわけにはいかず、学校や家庭、地域でも、

望ましいコミュニケーションをとる場をどう

取り戻すかが課題となっています。 

  失ったものだけでなく、新たなものも生ま

れました。行事や活動を止めたり縮小したり

するだけではなく、別の方法を考えるという

工夫です。「既成概念からの引き算ではなく、

ゼロから足し算をした行事を。」これを合い

言葉にして取り組んだ学校もいくつもあり

ます。感染症対策を行っても困らないどころ

か、工夫した結果、新しい活動が生まれてよ

かったという事例もありました。 

さらに、一斉休校直後の分散登校時には、

不登校傾向にあった児童生徒が登校できた

という事例がありました。少人数での半日日

程が良かったのか、長かった休校明けが良か

ったのかは子ども一人一人の状況が違うの

で何ともいえませんが、登校しぶりの子ども

が学校に足が向くヒントが隠されている気

がしてなりません。 

「アフターコロナ」という言葉さえ聞くよ

うになりました。こんなにも大変な思いをし

たのですから、元に戻って良かっただけで終

わらせたくありません。「転んでもただでは

起きない」。子どもたちと一緒に取り組んだ

ことは決して無駄にせず、将来「コロナ禍を

過ごした子どもは、工夫して乗り越える力が

ある」といわれるような教育を目指したいも

のです。 
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                        《ＩＣＴ活用編》 

相談指導教室は、様々な要因により、学校を長期にわた

り欠席している児童・生徒に対し、個々の状況に応じた学

校復帰や社会的自立支援に向けた指導及び援助を行うこ

とを目的としている通室制の教室です。 

 今回は、相談指導教室での、ＩＣＴを活用した「つなが

り」について取り上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はるばやし」「銀河」では、配付したプリン 

ト類やお知らせを中心に載せています。 
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連絡が行き届いて、行事へも参加しやすくなっています。 

 

              

「かつら」「すばる」「いずみ」「大地」では、 

活動の様子や制作した作品の画像とコメントを

中心に載せています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃の活動が紹介されているので、ご家庭でも話題に上げやすくなります。 

 

 

相談指導教室どうしも他の教室の活動を参考にし合い、それぞれの取り組み

に生かしています。 

活動の様子の画像 

「本日、２月１０日に行う調理実習のお知らせを配付しました。添付の

PDFデータでもご覧いただけます。提出期限は１月 31日です。」 

予定表などの配付物 

 

 

 

 

 

 

 

「若葉」「銀河」では、コメントを入力してコミュニケ

ーションをとり合っています。 

 

例 

 

 

 

 

 

 

 

通室の頻度にかかわらず、可能な範囲で仲間と交流することができます。ま

た、長期休業中の様子を伝えあうこともできます。 

メッセージ 

作品制作 

クラスルームの活用 通室生・保護者と相談指導教室とをつなぐツールとして 

Google クラスルームの「ストリーム」（掲示板）を活用しています 

「明日はレクリエーションで体を動かします。動きやすい服装に加え、タオ

ルや水分補給用の飲み物のご用意をお忘れなく！」 

《相談指導教室での遠足に向けて》 

通室生Ａさん「遠足のしおりの表紙デザインです。→」 

通室生Ｂさん「かわいい！」 

相談指導教室どうしをつなぐツールとしても活用しています 

通室生Ｃさん「夏休み中、ミライシードに取り組んで獲得ポイントが増

えました。」 

調理実習 

ボッチャの説明スライドを作

りました。ほかの教室でもご活

用ください！ 

クラスルームのこの活用法、いい

ね。少しアレンジすれば、うちの

教室でも取り組めそうですね。 

「いずみ」の花壇で育てたマリー

ゴールド、ほかの教室で活用しま

せんか？ 

「かつら」でカーレットをやったそう

ですよ。面白そうですね。うちの教室

でもやってみませんか。 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E メール相談 
（２４時間受付） 

                                

12月１７日、不登校や登校しぶりのある児童生徒を 

対象に、オンラインで自宅から参加できる「オンライン版チャレンジ教室」を開催しました。 

対面で行われている「チャレンジ教室」では、ものづくりの楽しさを味わうことができるのが 

特徴ですが、オンライン版では、バーチャル空間の中でアバターを操作しながら人とのつながりを体感できることを 

目指しています。 

 参加した児童生徒は、開始とともに好みのアバターを選択し、思い思いのニックネームを付けて活動を始めました。 

１時間ほどの活動の中では、○×クイズやクロスワード、「最強レベルの謎解き問題」にじっくり時間をかけて挑戦しました。活動の最

後には、チャットで感想を投稿したり、「リアクションボタン」で反応したりと、バーチャル空間ならではの方法で互いの意思を伝え合

い、人との関わりを楽しんでいました。 

 

 

９月１３日、音楽を通じてコミュニケーション力を向上させることを目的としたパフォーマンス・ワークショップに参 

加しました。ワークショップでは、「ビッグママ・プロジェクト」によるバイオリン、マンドリン、アコーディオン、フルートの

演奏を聴いた後、参加者がハンドベルを使った「きらきらぼし」の演奏に挑戦しました。参加した児童・生徒からは「曲をきいたり、手拍

子をしたりして楽しかった」、「ワクワクする曲もあって楽しかった」などという感想が聞かれました。 

 

１１月１６日、小山公園スポーツグラウンドで、相模原市のホームタウンチームである三菱重工相模原ダイナボ 

アーズのみなさんと相談指導教室の通室生たちが一緒にラグビーを通してスポーツ活動を行いました。当日は、

選手の技に歓声を上げたり、楕円形のボールの扱いに悪戦苦闘しながら、夢中になってゲームに取り組んだりする子どもたちの姿が

見られました。「回転しているボールを投げるのがむずかしかったけど楽しかった」「とても大きいグラウンドで楽しかったです」等、実

際に肌で感じることができる、とても充実した時間を過ごすことができました。 

 

「「相相談談指指導導教教室室連連携携事事業業（（ビビッッググママママ、、ダダイイナナボボアアーーズズ））」」・・  

「「オオンンラライインン版版チチャャレレンンジジ教教室室」」報報告告 

 

私が勤務している学校では、休み時間に相談室を

開放しています。カウンセラーとお話したい、のんび

り過ごしたい、遊びたいなど、色々な思いを持って児

童生徒が訪れます。何度か会う中で、はっとするよう

な変化を見つけることもあります。たどたどしい話し

方が分かりやすい話し方になっていたり、自分の意

見を言えなかったのに言えるようになっていたりと。

きっと、学校や日常生活の中で、色々な経験をしてき

ているのでしょう。ふとした時に垣間見える変化に、

会っていない間の成長を感じます。そんな宝物のよう

な瞬間がある休み時間を、児童生徒だけでなく、私

も楽しみに待っています。 

（青少年教育カウンセラー） 

「子どもは成長する！」 

当たり前なことですが、支援教育指導員はことさらそ

れに気づきやすい立場かもしれません。私たちは、年間２

～３回各学校を訪問し、クラスを観察します。場合によっ

ては、年間を通して同じクラスを観るときもあり、数か月

ぶりにその子たちを目にすると、自然と様々な変化に気

づきます。大きく成長する子、一歩ずつ成長する子、その

スピードや方向はそれぞれですが、変わらない子はいま

せん。 

 放課後、子どもたちの成長を先生方に伝えると「そうな

んですよ！」「言われてみれば確かにそうだ」など、とても

喜んでくれるので、私まで嬉しくなります。そして、子ども

たちの偉大な成長を目のあたりにして、「自分も成長で

きるだろうか」と励まされるのです。 （支援教育指導員） 

「「ほほっっととひひととここまま」」  
支援教育指導員と青少年教育カウンセラ

ーが、日々の心温まるひと時について教え

てくれました。 その７６ 


